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佐渡笹川十八枚村砂金山地図(年不詳)

西三川砂金山の村絵図は数枚あるがいずれも無年号である.作図手法絵の具

の色などからおよその推定をするならば古いものは宝歴年間ころから明治初年まで

のものと考えられる.この笹川十八枚村砂金山地図は絵図とあるべきところが地

図となっているところから明治初年の写しかと考えられるが集落をとりまく虎丸

山杉平山峠坂山立て残し山等の砂金山の山々や砂金用水の水路と受堤(砂金山

特有の底の浅い溜池)が水色で示してあり西三川砂金山の概略を理解する上で有効

たものとなっている.特に小佐渡山脈の最高峰である経塚山付近の真野川最上流か

ら延々12kmにおよぶ峠仮受堤までの水路や金山川の上流にある青池から山腹をく

り抜いて非ノ上沢に通じる用水の間数を記入してあるのも珍しい.たお運上蔵跡が

金山役所とたっていることや村の伝え通りに役宅が二軒書いてあるのも面白い(小

菅徹也)｡

/1月号予定目ぎ/

電気探査と地下水研修

中国のダイヤモンド産業あれこれ

キュリｰ点深度と地震

西アルプスの地質�


